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佐竹プロジェクトとは？
専修大学生９人による、北海道の地域活性化を目的としたプロジェクトです

現代の日本が直面する過疎化や人手不足といった問題に対し、

専修大学ネットワーク情報学部で培った、分析力・デザイン力・メディアコミュニケーション力などを

活かした観光PRを通じた解決策を提案します。

分析力 デザイン力 メディア
コミュニケーション力

クリエイティブな視点と
優れた美観を持ち、機能性と
美しさを融合させる能力

データや情報を的確に理解し
問題を深く掘り下げて解決策

を見つける能力

情報やメッセージを
効果的に伝えるために
適切なメディアを選択し
それを活用する能力



メンバー紹介

平田 拓大 浦田 佳亮 平松 佑樹人 髙橋 弘樹 

正田 麻理 日野 裕奈 谷口 愛奈 金子 沙菜

趣味：筋トレ、美味しい物を食べる 趣味：音楽 趣味：野球、サウナ 趣味：読書

趣味：K-POP 趣味：音楽鑑賞、天体観測 趣味：音楽、韓国ドラマ 趣味：推し活

小金澤 隆人
趣味：旅行

佐竹 弘靖先生
趣味：ゴルフ



そもそも、
このことに気づいている人が少ないのでは？？

我々が生きる日本の課題を知り、考えることは
持続可能な社会を形成するための第1歩だと考えます

現状分析

日本の人気観光地で有名な

北海道や沖縄でも同様の
課題がある

現代の日本は過疎化や
人手不足に悩まされている

このままではSDGsの 1つである

「住み続けられるまちづくり」を
達成できない…

課題

私たちは…



目標・目的

私たちが行うのは、北海道と関わるための入り口をつくって
北海道を知り、自ら関わろうとするきっかけを与えることです

入り口 をつくり、きっかけ を与える。

ニセコ町 富良野一帯

少子高齢化

住民と観光事業との隔たり

人口減少

美しい自然

グルメ

ラベンダー畑

海外の観光客

アクティビティ

酪農 スローライフ

プロジェクトでは北海道の「ニセコ町」と「富良野一帯」
をピックアップします。2つの地域の課題と魅力について
事前調査と現地調査を行い、様々なメディア展開を行いま
す。

やること

今回はニセコ町・富良野一帯の PR が目的ですが、他の地
域でも私たちが取り組むフォーマットを応用して地域活性
化を支援できるような方法を提案・実行します。

達成したいこと

富良野市、上富良野町、
中富良野町、南富良野町など（ （



具体的な方法

様々な方法を活用してPRに挑戦していきます

皆様へのご協力内容

プロモーションビデオの制作を考えてい

るため、撮影にご協力いただける、店舗や

観光地の提供をお願いしたいです。

撮影場所の提供

地域の歴史や文化、皆様のお店につい
ての情報提供やインタビューをお願い

したいです。

インタビューや情報提供
学んだことを活かしてニセコ町と富良野一
帯の魅力を伝えるイベントを開催する予定
です。そのため、撮影した映像や情報をイベ
ント内で使用して良いか確認したいです。

イベントでの情報発信

北海道の現状や取り組み
魅力を伝えるイベントを

関東圏で開催

イベント
キーホルダー、アクリルスタ
ンド、ステッカーなどのグッ
ズ制作によるプロジェクトの

アピール

グッズ

Web、リーフレット
映像などでのメディア展開

メディア SNS

X、Instagram
TikTok、YouTube
などでの地域の魅力発信



SNS、ウェブサイト、イベントで取材した内容

撮影した映像を発信していくので宣伝効果に

も繋がります。プロジェクトの成果物に協力者

様のお名前や店舗名、ロゴを掲載するとより

宣伝効果に繋がります。

Web・リーフレット・映像などの様々

なメディア展開により地元内外での認知

度が向上されると考えられます。また、

地域コミュニティの結束力の強化にも繋

がると考えられます。

大学生との協力により、新しい視点や新し

い技術の導入に期待ができます。そして、

若い世代との交流を通じた新たなアイデア

の創出にも繋がると考えられます。

宣伝効果宣伝効果 地域活性化 学生との共同価値

ご協力のメリット



2024佐竹プロジェクト

まだまだ未熟な私たちですが

皆様と協力して、学生ならではの視点から

日本の地域活性化に挑戦していきたいと考えております

ぜひご協力いただけますと幸いです

最後までご覧いただきありがとうございました！


